様式１４　別紙２

従事者の被ばく防止に係る管理状況について

事前に提出いただく事項
· 電離放射線障害防止規則第五十八条に基づき、労働基準監督署に提出した電離放射線健康診断結果報告書の写し　※直近2回分（労働基準監督署収受印があるもの）

被ばく防止に係る管理状況について
· 医療機関において放射線従事者に対する被ばく線量の測定等を依頼している業者の名称
· 株式会社千代田テクノル
· 長瀬ランダウア株式会社
· その他（　　　　　　　　　　　　）

· 放射線業務従事者の職種別人数（うち職種別女子の人数もわかるようにしてください。）
	医師
	歯科医師
	診療放射線技師
	看護師
	臨床工学士
	その他
	合計

	人
（　　）人
	人
（　　）人
	人
（　　）人
	人
（　　）人
	人
（　　）人
	人
（　　）人
	人
（　　）人


· 括弧内は内数として女子の人数を記載してください。

· 電離放射線健康診断の実施記録（直近2回分）
	
	医師・歯科医師
	診療放射線技師
	その他
	合計

	対象者数
	
	
	
	

	受診者数
	
	
	
	

	受診率
	
	
	
	



· 放射線従事者の被ばく状況（令和6年4月1日～令和７年3月31日）
外部被ばく実効線量
	5mSv以下
	5mSv超20mSv以下
	20mSv超50mSv以下
	50mSv超

	人
	人
	人
	人


水晶体の被ばく等価線量
	20mSv以下
	20mSv超50mSv以下
	50mSv超

	人
	人
	人


皮膚の被ばく等価線量
	150mSv以下
	150mSv超500mSv以下
	500mSv超

	人
	人
	人



· 令和６年度の外部被ばく実効線量　上位５名分の概要
	順位
	氏名
	職種
	実効線量(mSv)
	電離放射線健康診断受診状況

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
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